
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします． 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします．（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります．） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

数学Iα 

（ Mathematics Iα） 
必 秋山 聡 

１年生 

環境都市工学科 
３ 

前期 週２時間 

後期 週４時間 

授業概要 専門科目で扱う現象の記述と解析に必要不可欠な数学的基礎能力を養う． 

到達目標 
２次方程式の解を求めたり，解と係数の関係を理解できる．基本的な高次方程式を解くことができる．連立方程式を解

くことができる．基本的な不等式を解くことができる．内分点，２点間の距離，直線の方程式を求める事ができる．三

角関数について理解し，加法定理を応用することができる ． 

評価方法 
年４回の定期試験の結果（７０％），授業中に行う演習，確認テストおよび課題の結果（３０％）に

より評価する． 

教科書等 
「新 基礎数学」大日本図書  「新 基礎数学問題集」大日本図書 

「練習ドリル 数学I」数研出版 「練習ドリル 数学II」数研出版 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

 ガイダンス，数学基礎演習 

 数学基礎演習 

   〃 

     〃 

     〃 

 ２次方程式 

 解と係数の関係 

 演習 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

前期中間試験返却，高次方程式 

 無理方程式，分数方程式 

 連立方程式 

 恒等式 

   〃 

 等式の証明 

 演習 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

前期期末試験返却，不等式の性質，１次不等式，連立不等式 

 ２次不等式，高次不等式 

 不等式の証明 

 ２点間の距離と内分点 

 直線の方程式 

 ２直線の関係 

 三角比 

 演習 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

後期中間試験返却，三角比の応用 

一般角と弧度法 

 三角関数のグラフ 

 三角方程式，三角不等式 

 加法定理 

 加法定理の応用 

 演習 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a B c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

  ◎        



ガイダンス 
 

第１～５週 

中学校で学んだ，式の計算，分数や根号を含んだ式，方程式の取扱いについて復習し，基礎となる計算力をつける． 

第６～７週 

２次方程式 a x2 + b x + c = 0 について学習し，因数分解や解の公式を用いて解を求められるようにする． 

２次方程式の解と係数の関係について学習する． 

第８週 

第１～７週の復習を行い，学習した事項の定着をはかる． 

第９週 

前期中間試験の答案の返却と解説をする． 

基本的な高次方程式を，因数分解を利用して解くことができるようにする． 

第１０週 

基本的な無理方程式，分数方程式を解くことができるようにする． 

第１１週 

基本的な連立方程式を解くことができるようにする． 

第１２～１３週 

恒等式と方程式の違いを理解し，恒等式の条件の導出，部分分数分解ができるようにする． 

第１４～１３週 

等式が成り立つ事を証明するいくつかの方法について学習する． 

第１５週 

第９～１４週の復習を行い，学習した事項の定着をはかる． 

第１６～１８週 

前期期末試験の答案の返却と解説をする． 

不等式の意味，不等式の変形について学習し，これらを用いて基本的な１次不等式，１元連立不等式，２次不等式，

高次不等式が解けるようにする． 

第１９週 

座標平面上の２点間の距離と内分点の座標を求めることができるようにする． 

第２０～２１週 

平面上の直線の方程式を，「直線の傾きと切片」，「直線が通る１点と直線の傾き」，「直線が通る２点」のそれぞ

れの条件から求めることができるようにする．また，２つの直線の平行条件・垂直条件についても学習する． 

第２２週 

直角三角形の相似関係から，鋭角や鈍角の三角比 sin（サイン），cos（コサイン），tan（タンジェント）およびそれ

らの相互関係について学習する．また，三角関数表と計算によってそれらの値を求めることができるようにする． 

第２３週 

第１６～２２週の復習を行い，学習した事項の定着をはかる． 

第２４週 

後期中間試験の答案の返却と解説をする． 

三角比の三角形への応用（正弦定理，余弦定理，面積の計算）について学習する． 

第２５週 

角度の概念を拡張した一般角について学習する．また，角度の測り方について，６０分法に代わる弧度法を導入し，

６０分法と弧度法の変換ができるようにする． 

第２６週 

三角関数のグラフが書けるようにする．また，グラフの変形・平行移動と，三角関数の関係を理解する． 

第２７週 

三角関数を含む基本的な方程式，不等式を解くことができるようにする． 

第２８～２９週 

三角関数の加法定理および加法定理から導出される公式について学習し，その応用ができるようにする． 

第３０週 

第２４～２９週の復習を行い，学習した事項の定着をはかる． 


